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形と意味の恣意的な連合; de Saussure, 2006），恣意的ではない場合もある（語形と意味の非








や感情情報と連合していると考えられている（e.g., Ando et al., 2021; Kambara and Umemura, 
2021）。以上のように，語形と意味の連合には，恣意的な連合と非恣意的な連合がある。こ
のような語形と意味の連合に関する研究は，言語心理学研究により飛躍的に発展してきた




























Benjafield and Muckenheim, 1989）。語の使用はヒトの認知や社会的行動に多くの影響を与え
ることがわかっている（Preston and Ritter, 2013; Shariff et al., 2017; Williams et al. 2017）。ま
た先行研究は，宗教性が個人の行動や態度に関係することを明らかにしてきた（Aghababaei 





Semantic Differential（SD）法を用いた（Osgood et al., 1957）。語の感情価と覚醒度を測定す
るために，Self-Assessment Manikin（SAM）を使用した（Bradley and Lang 1994; Lang, 1980）。
宗教性は，University of Bern の Stefan Huber 教授が開発した宗教性尺度（the Centrality of 
Religiosity Scale: CRS; see Huber and Huber, 2012）を使用した。宗教性尺度は，多くの国や
地域で使用されてきた（e.g., Acket et al., 2020a; Ackert et al., 2020b; Ackert et al., 2020c）。宗
教性尺度 CRS は，intellect，ideology，public practice，private practice，experience の５つの















（Kambara et al., 2020）。
（神原利宗*・梅村比丘・Michael Ackert・楊 宇涛・Stefan Huber）
２．研究Ⅱ：日本語の母音と意味の非恣意的な連合に関する検証
先行研究によって，特定の語形が特定の意味と非恣意的な連合を形成することがわかっ
ている（e.g., ブーバ―キキ効果; e.g., Aryani et al., 2020; Köhler, 1947; Ramachandran and 
Hubbard 2001; Sidhu and Pexman, 2019; Styles and Gawne, 2017; Westbury, 2005）。また，記述
された語形が丸みを帯びている場合，丸みのある図形と連合しやすい（Cuskley et al., 2017）。
別の先行研究は，語に含まれる母音や子音が特定の感覚や感情と連合することを明らかに








覚醒度，親密度の 10 項目であった（神原他，2020; Namba and Kambara, 2020）。各評価項
目に関して，参加者は５件法の SD 法（Osgood et al., 1957）によって評価した。調査にお
いて，参加者は A４サイズの質問用紙に書かれた各刺激を評価した。解析では，各評価項





ことを明らかにした。本研究の論文は，査読のある国際誌 Frontiers in Communication に採
択された（Ando et al., 2021）。




に関する検証（e.g., Kambara et al., 2013; Liu et al., 2021），連合形成時に関与しうる言語性作
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